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一人ひとりの行動で、豊かな自然を次世代につないでいくことも
「小さな親切」運動の大切な取り組みの一つです。

今年度ともに発足30周年を迎える静岡県本部（事務局：静銀総合サービス㈱）、
山陰本部（事務局：山陰合同銀行）の自然を守る活動をご紹介します。

　

棚
田
は
単
に
お
米
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

一
時
的
に
雨
水
を
貯
め
る
こ
と
で
洪
水
や
土

砂
災
害
を
防
い
で
い
る
ほ
か
、
多
様
な
生
物

の
す
み
か
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、

棚
田
の
景
観
は
日
本
の
原
風
景
と
い
え
る
ほ

ど
美
し
い
も
の
で
す
が
、
維
持
に
は
手
間
が

か
か
り
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
理
由
で
近
年

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
本
部
で
は
、
棚
田
の
豊

か
な
自
然
と
景
観
を
守
る
た
め
、

松
崎
町
と
菊
川
市
の
2
カ
所
で
保

全
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
参

加
者
を
募
っ
て
田
植
え
や
稲
刈
り

を
行
う
ほ
か
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物

を
観
察
す
る
な
ど
、
生
態
系
や
生

物
多
様
性
を
学
ぶ
機
会
づ
く
り
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
年
前
に
は
、
農
水
省
に
よ
る
棚
田
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
年
新

た
に｢

農
山
漁
村
振
興
へ
の
貢
献
活
動
に
係

る
取
組
証
明
書
」を
取
得
。
農
山
漁
村
と
は
、

自
然
豊
か
で
農
林
漁
業
が
主
な
産
業
と
な
っ

て
い
る
地
域
の
こ
と
。
こ
う
し
た
地
域
の
活

性
化
や
課
題
解
決
に
取
り
組
む
企
業
・
団
体

を
農
水
省
が
認
定
す
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
同
県
本
部
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
改
め

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
も
認
め
る
同
県
本
部
の
保
全
活
動
。
今

後
も
、
郷
土
の
自
然
や
景
観
を
次
世
代
に
残

す
た
め
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

山
陰
両
県（
島
根
・
鳥
取
）は
、
全
国
的

に
見
て
も
国
土
に
占
め
る
森
林
の
割
合
が
多

い
地
域
で
す
が
、
近
年
手
入
れ
不
足
や
病
害

虫
の
影
響
な
ど
に
よ
り
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
山
陰
合
同
銀
行
で
は
他
団

体
と
連
携
し
、「
森も

り林
を
守
ろ
う
！　
山
陰

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」を
立
ち
上
げ
、
森
林

保
全
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
同

会
議
の
設
立
20
周
年
を
記
念
し
て
4
月
19

日
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
と
の
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は「
森
林
と
と
も
に
生

き
る
く
ら
し
」を
テ
ー
マ
に
、
竹
灯
籠
づ
く

り
や
漆
塗
り
な
ど
の
各
種
体
験
、
自
然
の
恵

み
か
ら
生
ま
れ
た
様
々
な
商
品
の
販
売
が
行

わ
れ
、
来
場
者
は
楽
し
み
な
が
ら
森
林
の
豊

か
さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
ド
ラ
え
も
ん
』の

の
び
太
役
で
お
な
じ
み
の
声

優
・
大
原
め
ぐ
み
さ
ん
が
紙
芝

居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

大
原
さ
ん
は
、
山
陰
本
部
主
催

の
小
学
校
で
の
紙
芝
居
上
演

（「
紙
芝
居
キ
ャ
ラ
バ
ン
」）に

も
毎
年
協
力
し
、
青
少
年
の
豊

か
な
心
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
海
岸
清
掃
な
ど
環
境
美
化
に
も
力
を
入
れ

る
山
陰
本
部
。
各
種
活
動
を
通
し
て
、
美
し

く
温
か
な
未
来
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

農林水産省も認定　棚田の自然と景観をいつまでも

森林とふれあう体験イベント開催

豊かな自然を守る取り組み

農水省より証明書を受け
る静岡県本部・横山達也
事務局長（右）

山陰ネットワーク
会議の皆様

家族連れでの参加も多い
棚田での田植え体験

声優の大原めぐみさんに
よる読み聞かせ

脳神経内科医・Dr.栗田の

酔いどれ脳科学

Dr.栗田
利き酒師の資格を持つ脳神経内科医。認知症
患者などの治療にあたるほか、小さな親切と
脳の仕組みを発信。
本名：栗田正

あきら

（帝京大学ちば総合医療センター脳神経内科
客員教授／運動本部副代表）
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海馬

　お酒を飲み過ぎた日の翌朝、「どうやって帰宅し
たのか覚えていないのに、気づけばパジャマに着替
えて自分の布団で寝ていた」なんて不思議な経験は
ありませんか？（飲めない方はピンとこないかもし
れません。悪しからず。）
　これは、脳の記憶のメカニズムのせいなのです。
私たちの脳の中には「海

かい

馬
ば

」と呼ばれる記憶の中枢が
あります。海馬はいわば記憶の入り口。見たり聞い
たりしたことをそのまま覚えますが、保存期間は短
く（＝短期記憶）記憶を脳の中に定着させるには、繰
り返し学習することが必要です。さらに、しっかり
眠ることで脳内の情報が整理され、忘れない記憶（＝
長期記憶）となります。
　さて、お酒を飲んだ場合はどうなるのでしょう。
飲み会の最初のうちはまだ、参加者の顔や会話の内
容を覚えていると思いますが、酔いが進むにつれ、
記憶があいまいになります。これは、海馬自体も
酔っぱらってしまい、新たな短期記憶が作られなく
なるためです。そのまま眠ったとしても、整理すべ
き情報自体が少ないため、長期記憶として残りにく
くなります。つまり、翌朝になって前夜のことを覚
えていないのは、「忘れた」のではなく、「そもそも
思い出すべき記憶がない」状態なのです。
　一方、家に帰る道筋は毎日繰り返しているので、
長期記憶として脳内にしっかりと保存されており、
酔っぱらっていても＂自動的に＂帰ることができま

す。ただ「家に帰った」記憶は海馬が酔っ払っている
せいで保存されておらず、「きのうはどうやって帰っ
た？」という不思議な疑問がわくわけです。
　酔っぱらいとは、やっかいなものですね(笑)。し
かし、飲み会は悪いことばかりではありません。人
と交流すると、脳内には「オキシトシン」がたくさん
放出されます。オキシトシンは社会的行動を促すホ
ルモンといわれ、共感や信頼、思いやりの心を育み、
仲間づくりには欠かせないホルモンです。
　新年度は、歓迎会などお酒を飲む機会が増える時
期。業務外だから、ハラスメントになるからと「飲
みニケーション」を避ける傾向もありますが、オキ
シトシンの放出によって上司や仲間との絆が深ま
り、チームワークが強化される効果も期待できます。
ぜひ一度、参加してみることをおすすめします。
　でも、飲み過ぎにはくれぐれもご注意ください。

きのうはどうやって家に帰った？


